フラクショナルレーザー治療に関する説明書

フラクショナルレーザー治療は、レーザー光を用いてしわ・たるみ・ニキビ瘢痕・肌の質感などを改善させる治療法です。

1．適応疾患（自費治療）
• しわ、皮膚のたるみ、ニキビ瘢痕、開大毛孔など

2．病態と治療目的
• フラクショナルレーザー治療とは、レーザー光をドット状に照射し蒸散・凝固させ、皮膚組織を損傷して修復する過程で上記の状態が改善することを目的としています。
• レーザー光をドット状に照射することで、非照射部に正常組織が残っているため、コラーゲンの再生が速やかで強い熱変性を起こしても、瘢痕形成などの合併症を生じるリスクが低い治療となっています。
• 表皮を蒸散するアブレイティブフラクショナルレーザー（AFLR）と、蒸散せず凝固と熱変性を主とするノンアブレイティブフラクショナルレーザー（NAFLR）があります。

3．治療計画
• 施術の30〜60分前に局所麻酔含有クリームの塗布、あるいは麻酔薬付きのテープを貼付し、該当部位にレーザーを照射していきます。
• 照射時間は照射範囲により異なります。
• 照射後はミディアムクラスのステロイド軟膏を塗布します。
• 治療の間隔と回数は、AFLRの場合は1.5〜2カ月以上あけて3〜5回程度
• NAFLRは1〜1.5カ月ごとに5回程度を目安にします。

4．治療後に起こりうる副作用について
• 治療修了後、疼痛・かゆみ・発赤・つっぱり感・腫脹・点状の出血などを認め、小さなかさぶたになります。
• AFLRの場合は、ミディアムクラスのステロイド軟膏を1週間外用してください。NAFLRの場合、翌日も発赤やかゆみが続く場合はステロイド軟膏を数日間外用してください。水ぶくれができるなどあれば連絡し、当院を受診してください。
• その後は、日焼け止めなど紫外線予防を行ってください。
• 合併症としては、疼痛・発赤・つっぱり感・腫脹・点状出血・小びらん・かさぶた・炎症後色素沈着・瘢痕・色素脱失・肝斑の出現・術後感染症などが挙げられます。
• 症状により加療を行いますが、完全に治らないことがあります。

5．この治療を受けるかどうかについて・セカンドオピニオンについて
• 医師からの説明を聞いて、この治療を選択するかどうかは、自由な意思表示に基づいて決定していただきます。セカンドオピニオンを希望される場合は希望される医療機関に情報を提供させていただきます。それによって不利益が生じることは一切ございません。

6．この治療ができない状態について
1）15歳以下の小児（未成年は保護者の同意が必要です）
2）光線過敏症に罹患されている方
3）妊娠・授乳中の方
4）日焼けをしている方
5）治療範囲内に皮膚悪性腫瘍を有する方
6）治療範囲内に単純ヘルペスの既往がある方
7）ケロイド体質の方
8）医師が不適当と判断した方
　などが挙げられます。該当する場合はお知らせください。

7．その他、追記事項
• 治療効果は、肌のタイプ・疾患の種類・過去の日光暴露などにより異なります。皮膚の状態を見て効果がありそうかどうか、提案させていただきます。
• 結果がどうなるかについて、治療前には確実にはわかりません。
• この治療はあくまでも、患者さん自身のご理解と決定に基づいて行います。

説明日： 　   　   　　　　　　　　年　　　　　月　　　　　日
説明医師：　      　　　　　印　（自署もしくは記名捺印）
